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雑草種手の設芽の研究 第4報
雑草種子の設芽にBぽす覆土の厚さの影響
笠 原 安 夫
1.緒 雷
著者等は向倒的{明。】先に2停十，約120s賓の嫌草留子を供試して，その発芽に及ぼす党組，変
温との関係，或は発芽と発芽床との関係，発芽と後熟及変温との関係等についての研究成績を
報告した、その試験に於て雑草種子は休眠性種子が多く，叉多くの種類が変温並に明所に於て
発芽が促進せられるとと等を知った.光棋に曝されて発芽が促進世られる所謂好光性種子は無
覆土佐於てよく発芽するのではないかとの展開がもたれたので無覆土及彊土の深浅が雑草種子
の発芽に及ぼす彰醤について確めたく， 1939~41年度及1948年にそれらについて試験した.た
またまとの試験中に(1941年〉到着した R.O.W田町内】の編輯に依る「雑草の駆除JtL T. 
K. PAVLYolu:NKOが一散に雑草種子の発芽に対する覆土の最適の深さが作物種子よりは浅い
ととを述ペ，それが雑草駆除に大ぎな関係があるというカナダの試験報告を見た.当時著者
等は何河川間薬剤IJI'Cよる雑草躯除の試験として，小麦畑〈問)に於ける石次空素を用ひる雑
草防止には，小麦の播種 1~2 週間前にその蒔溝に石友蜜素を撒布すれば!よ川と述べた.し
かし同時に ζの方法r.t.主主.l<tj、麦播種の適期を失するE震があるととを指摘した.次の段階として
石次窒素撒布と同日に播種出来る方法I';t.ないかと考へでゐた.本課題の研究中に於て多くの雑
草種類が覆土を深くすれば発芽が阻止せられ，一方に於て，小麦は厚い覆土にでも発芽すると
とを認めた.よって石友窒素を用いて雑草の発生を防止する試験として1943~45年に於て小麦
の覆土社1.5、2.5cmの厚さにして，その覆土の上に即日石灰窒素を撒布して試験した.その
結果け石友窒素の量が反当 18kg以下なればIr、愛の発芽には殆んど障害がなくて維草の発芽
防止効果のあると左を認め， その試験の要旨(7州を 1947年に発表した.その方法け.今日，
2.4・D，業他の除草剤の「発芽前処理」と名付けて作物種子を蒔いた後，その覆土とに施用
する方法が行I';t.(i.，てゐる，との場合に作物置子の発芽に対する薬害の回避には(1)覆土をなるべ
く厚くした上に薬剤を施用ずるのがよいと雪はれるのは著者が石次窒素を即日施用する「発芽
前処趨」の場合と同じような考へから生れたものであらう.最近竹松氏(16)(1952) f:i2.4・Dの
畑地雑草防除試験に於て雑草種子の発芽の深度の問題は軍要であるとしで若干試験を行った結
果，多〈の雑草種子は浅所から発芽するとと・を認めてゐる.との様に一般に雑草種子tま浅い屠
かち生へ，禾章生類やその他の作物理子がそれよ b深い屠から生へると言ふととは発芽生理主の
興味ある課題に止まらすz，薬剤による発芽前処理に於て重要な知識であり，叉メタラ除草或は
カJレチベーグー除草に於丈も夫kの畑-tL生やる主要雑草の発芽時期と発芽に対する最適の覆土
の深さを知ってたくととは，それちの除草方法主合理化する上に必要な知識である.との報告
の成積は十分揮ったものでなく，J3.つ10年以前の古い試験成蹟であるが，雑草種子の発芽の研
ヲE，第4報としてととに大要を報告してみたい.
1.拭験の方法
A) 1939~41年の試験…・・・1939-40牛に播種した夏季及冬季 1 年生雑草の種子を周年の多叉
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は:~年の春に於て高圧殺菌した土を盛ったポットに播いて発芽試験をなした.畑地雑草け.径
9cmの素焼鉢に， 7.K回雑草け.径14cmの水回用磁製のポットに 1鉢1∞粒宛に播き，その種子
を(1)無覆土， (2)覆土をO.5cm， l.()cm，叉はl.5cmとして，その鉢を主とじて戸外叉
はガラス室に置いて.，畑欣態に保つように時占企日露陀て注7.Kして種類別に努芽の開始時期，発
芽速度，発芽歩合等をしらペ，叉各雑草の生活型吃よってそれらの発芽開始期が異るかどうか
を観察した.時には或る種類は温室等の加温した室に入れて試験した.その試験成績は第 1-
3，衰の如くである.
2お1表 畑地双水田雑草種子の発芽と覆土7ft..無覆土との関係
発 事F 歩 合
車掌本名 .土の調書種期 生清貴重有無 '2J 2月 8月 41J 411 4月 4月 5月“月 7月
5日 26日鉛日 1日，10阿部日鈎日 21日 11>日 1a 
回開..110 !tE . ~両 信 !I ~匹 目匹 . ~匹 目匝
アレチノギ~ 14. 6.21 Tw 無覆土 o 24.0 27.3 38.3 38.3 29.0 29.0ω.6 
h '1 11 覆土 o 25.5 56.5 57.5 57.5 57.5 57.5 58.5 
ヒ，ムカジ司毛ギ 14、12.5 Tw 無覆土 o 15.7 20.2 21.2 22.0 22.2 22.2 23.2 
11 11 /1 覆土 o 14.0 22.0 23.7 23.7 23.7 23.7 27.0 
ヨセシ1}':.-グサ 14.12.1 Ts 無覆土 o 0 7.0 19.0 34.0 34.0 34.0 38.0 
11 " グ覆土 o 0 2.5 15.6 37.8 37.8 37.8 60.5 
夕方サプロウ 14.12.1 Ts 無覆土 o 0 0 0 0 0 6.514.5 14.5 
11 11 11 覆土 O. 0 0 0 0 0 5.3 7.3 7.3 
ハキダメギク 14.7. 2 Ts 無覆土 o 0 0 0 6.0 6.0 6.5 6.5 6.5 
/1 11 11 覆土 o 0 0 0 6.0 6.0 4.5 4.0 11.6 
F ポロギタ 14.5.14 Ts 0無覆土 13.014.4 21.6 29.0 32.0 
寸世
グ ググ覆土 4.5 4.9 6.6 5.9 6.6 
ヤ Z ムグラ 14.6.21 Tw 無覆土 o 0 3.0 3.0 3.2 3.2 5.0 
11 " " 覆土 o 0 0.5 5.8 5.8 5.8 7.5 
ア せ ナ 14.8. 1 Ts 無覆土 o 0 0 0 0 0 0 0 2.5 5 
" 11 11 覆土 o 0 0 0 0 0 0 0 2.8 5 
オホイヌアグリ 14. 6.20 Tw 0無覆土 10.742.1 47.9 47.19 47.9 
グ ググ1I土 o50.2 52.2 52.6 52.6 
キカシグサ 13.11.7 Ts 無履土
覆土
。
o .0 
。
o 0 
。。11 11 11 
見守メノエンドウ 14. 5.18 Tw 無覆土 o 9.0 26.0 40.0 
N 11 グ覆土 o25.0 3~.0 41.0 
ナ ヅ ナ 14.5. 4 Tw 0無寝土 2.110.0 19.7 21.3 21.4 
グ ググ覆土 2.018.9 23.1 23.6 23.6 • 
君主ナグサ 14.4.11 
11 11 
Tw 0無覆土
J 覆土
o 8.9 12.7 13.2 13.4 
o 15.7 18.7 18.7 18.8 
。。0 0 o 2 12.0 o 0.3 7.8 
スベリヒユ 14.8.11 Ts 無覆土 o 0 0 0 0 0.5 0.5 0.8 0.5 
11 11 11 覆土 o 0 0 0 0 0 0 0 3.2 
ギシギシ 14.6.20 H 0無覆土・ 2.9 7A 21.1 23.4 26.7 41.9 
" 11 。 覆土 o 0 39.3 4.8.8 49.2 49.2 
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アヲピユ 14.12.5 Ts 無覆土 o 0 0 0 2.2 9.8 17.5 17.5 25.2 
" " " 覆土 o 0 0 0 3.2 9.8 14.8 14.8 15.8 ヒメタグ 14.12.5 ・H 無混土 o 0 0 0 0 11.8 11.8 21.0 21.8 
" " " 覆土
無覆土
。。。。。。0 0 o 24.3 24.3 34.5 37.5 ヒヂ りヨ 14. 9.13 Ts ? 3.8 10.0 
H " H 覆土 o 0 0 0 11.9 11.9 12.3 12.2 
F マガヤすり 14.12. 5 Ts 無覆土 o 0 0 0 0 0 0 3.5 3.5 22.2 
グ ググ覆土 o 0 0 0 0 0 0 1. 2 1.2 6.2 
F 
" 
勾ヒ 品目.12.5 Ts 無覆土 o 0 0 13.3 31.3 31.3 45.3 45.3 
" " 覆土 o 0 0 13.3 31.3 48.9 48.9 48.9 
メヒジ バ 14.12..5 Ts 無覆土 o 0 0 0 11.0 41.2 46.0 
" " " 覆土 o 0 0 0 14.2 36.4 44.9 
見ずメ FカFピラ 14. 5.10 Tw 無覆土 o 28.0 78.0 69.0 ー
" " " 覆土 o 32.5 70.0 65・.5 ー
見守Pメノテザポウ 14. 5.17 Tw 0無覆土 15.031.3 37.8 37.8 40.0 
グ ググ覆土 o34.3 58.9 58.9 66.9 
備考， 1939年12月5日ポザトに置，*，無覆土は種子を鎮圧した.覆土f;l:約0.5cmの厚さである・発芽歩合は
各種共4-10ポットの卒均数を示した. 0 I'P無覆土はjf予見室K其の他は戸外にポザトを置いた.Tw冬
季 1年生.Ts夏季1年生， H多年生〈地表植物).キカVグサは*回雑草，!Iカサプロウ，アせナ，ヒ
デりョ ，!I守 jfヤザ 9，見守メノテザポウ等は水田と畑の共廼雑草，其の他は畑地雑草である.
B) 1948年の試験…・・春陀播種した場合の結果を知りたし 1947年に採種した10.障の雑草種
子を翌年の3月陀前回同様の素焼鉢陀蒔いた.今回は潜水の方法をかへて畑地雑草種子の鉢は
底部を浅〈湛7.kしたトタ γ箱に入れて常時飽71<.扶態陀保つようにした.水田雑草の鉢低金部を
トタ γ水漕に沈渡せしめた.その試験結果は第4衰の如〈であった.
試駿成績
A) 1939-41年の成績…・・第1衰の試験に関係する気温調査として1939年12月から翌年の4
月まで戸外の旬目(10日間)中の最高及最低気温の記録を第5表に示した (1日中の最高及最
低気温の平均ではない)叉ガラス室に於ても 2月上旬"""3月上旬まで測定した結果をも併せて
記録した.
第 1表陀よれば供試23種の雑草種子の内，無覆土陀よって発芽しないものは1種類もなく，
むしろ水田雑草の極小粒種子のグマガヤツり，キカシグサ及び畑地雑草の中粒種子のノボロギ
グの如きは無覆土の方が約5mm位の浅い覆土よりも却って発芽歩合がよいととが判った.しか
し反対に無覆土よりも浅い覆土の方が発芽の柏早いものにけ雑草としてぽ積子粒の大きいもの
に属するスズメノヱγ ドウ，ギシギシ，及び中粒種子のアレチノギタ， ヒメクグ等があった.
他の16種，即ち畑地雑草のヒメムカシヨモギ，ハキダメギク，ヤエムグラ，オホイヌアグリ，
ナグナ， ミミナグサ， スベリピ z・， アヲピ.:2-，ノピ X ， スズメノカグピラ，スズメノテツポ
ウ，メヒ。シパ等と水田雑草のヒデリコ及両者の共通雑草のコセγグシグサ，グカサプロウ，ア
ゼナ等は無覆土と浅い覆土との両区聞には発芽速度及発芽歩合陀差異は見られなかった.叉と
の試験のよ，うに12月下旬陀播種して戸外に置いた場合には，冬季1年生雑草の発芽の開始期が
早いもので2月下旬である.叉同表の内1部。印で示したものは，無覆土にてガラス室下tc置
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第 2表 水田及畑地雑草の発芽と無覆土及覆土の厚さとの関係
覆土の有無と 客車 ~ 歩 令
雑 • 名 厚 さ 1月 2月 3月 4月 6月 6月
町h 内q品 Il!i 内噂 'b 明。 2..1 H.町
水回用戸ザト持号車率
O.ocm 。 。 。 。 0.5 1.0 
!1 ~ff守、.:? 9 
(15.11.28) 1.0cm 
。 。 。 。 5.0 7.0 
1.5cm 。 。 。 。 。 。
無覆土温室 。 0.5 0.5 0.5 2.0 4.丹
信
。 。 。 11.1 16.2 16.2 
11 。 。 。 10.5 23.5 27.0 
Fカサプロウ
(15.12. 1) 
。 。 。 。 2.5 6.0 。 。 。 。 1 1 
無覆土温室 1.0 。 2.0 19.7 10.7 17.7 。 。 。 11.1 ~3.7 13.8・
11 。 。 。 18.0 23.5 23.5 
ハキダメギク
I.Ocm 
(15.12. 9) 
。 。 。 2.0 2.5 2.5 
l.ocm 。 。 。 1.0 5.0 5.0 
無覆土温室 3.0 3.5 5.0 6.0 6.0 6.0 。 。 4.8 19.2 19.2 19.2 
'1 
η.ocm 。 。 1.5 18.0 18.0 18 0 
カコt:/ョグサ
(15. 6. 1) 
1.0cm 。 。 。 8.5 8.5 8.5 
1.6cm 。 。 。 。 。 。
無覆土温室 30.5 叙).5 57，5 57.5 57.5 57.5 
AドiK1k誌覆khRzEm 土z 
。 。 。 32.0 38.5 38.5 
習帳鍵ポ?ト播種 。 。 。 34.5 41.5 41.5 
アヲピユ 。 28.5 
(15.12 9) 
。 。 34.0 34.0 。 。 。 33.0 36.5 36.1i 
無覆土温室 3.0 19.5 23.0 23.5 24-.5 24.5 
備考， 1940年12月21日に戸外のポットに置床，雑草名欄のく15，11， 28)は晴利15.年 (1940)11月28日採穏
第 3表 焔及7k図雑草の発芳・と置床場所との関係
発 3事 ?p 合
事量 草 名 自E床場所
1月末 2月末 3月末 4月末 5月末 6月末
'I!i fp 4b 事院 6.0 も 20.n 色
情
41 1.1 ~1 . (1 
室内 4.0 32.5 32.5 32.5 42.0 42.5 
ハキダメギク
温室 6.0 28.5 34.0 34.5 34.5 34.5 
25'JC 8.5 28.5 28.5 32.0 46.5 47.0 。 。 。 10.5 21.0 22.5 
6.5 6.5 6.5 6.5 41.5 42.5 
ア ヲ ピ .:L 
2，5 18.5 37.0 37.0 37.0 37.0 
1.5 14.5 15.5 20.5 32.5 33.0 
1941年 1月15日置床，全部無覆土，
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第 4表 水田及畑地雑草種子の莞芽と覆土の厚さとの関係 (1948) 
覆厚土の吉
発 芽 iJ7 合
事量草名 主主治型
4月4日4月14日5月18日5月30日6月10日7月1日7月14日
cru 
0
96 
0
96 
0
96 54 唱匹 64
96 
62
96 
6/ = ナ ギ 覆土 0.5 1'8 
1/ 1/ 1.5 。 。 。 。 ・2 “ 。 2 
水 ~カサプロウ " 0.5 1'8 。 。 1 8 9 9 9 
周 1/ h 1.5 ，0 。 。 。 8 8 8 
雑キカ νグサ 1/ 0.5 1's 。 。 。 。 。 16 16 
掌.
1/ 1/ 1.5 。 。 。 。 。 。 。
ヒデリョ M 0.5 1's 。 。 。 7 7 21 21 r、
浦宣 1/ 
7Jc 
1/ 1.5 。 。 '0 。 () 。 。
'-' r ~""ガヤザリ 1/ 0.5 1's 。 。 。 12 12 19 22 
、 1/ " 1.5 。 。 '0 。 。 。 。
毛ギ 覆土 0.5 1'w又1's
。 67 67 68 68 69 70 
1/ 1/ 1.5 。 10 48 48 48 48 48 
畑アヲピユ 1/ 0.5 . 1'8 。 1 5 5 b 8 22 
地グ // 1.5 。 5 6 6 6 8 13 
猿 f ピ Z // 0.5 1's 。 。 4 4 4 ~8 ~ . 1/ " 1.5 。 。 4 4 4 44 52 
エノヨログサ 1/ r、 0.5 1's (1 46 46 5:l fj~ 52 53 
飽 1/ '/ 1.5 。 59 61 73 73 73 77 
'1lt 
'-'メヒ y ，. 1/ 0.5 1's 。 56 63 63 67 制) 96 
野 1/ 1.5 。 29 回 56 58 58 62 
備考 (1)1948年3月17日に戸外でポット置床， (2) 飽水はポットの底をト~;..-水滑にìfけ.潟水はポヲ
ト金書容を沈渓した，く3)仮し司骨量生水を切らして土面が問〈なったので5月18日にピ:;"iI:;"'./トで重量1
を携持した.
いたものであるが，とのガラス室下では若干戸外より気温が高いので(第5表参照〉オホイヌ
フグリ，ギシギシ等け:Aドヶ月乃至19"月ばかり戸外より発芽の開始が早かった.叉ガラス室下
で最も早〈発芽する種類は冬季1年生雑草のスズメノテツポウであって 1月下旬に発芽を開始
した.しかし同様に12月に置床しでも夏季1年生雑草及供試した多年生雑草ぽ:4月から6月に
入らなけれほ発芽を始めなかった.
第2表け.無覆土と覆土を 0.5，1. l.5cmの深さにして発芽をし色ペたのであるが，前述と
同じく無覆土にて発芽しないものはな(， l.5cmの覆土に於て，グマガヤツムカズノコグサ
等は全〈発茅しなかった.グカサプロウ， ......キダメギタの2種類は， l.5cmの覆土でも発芽し
たが，その発芽けー浅いO.5cm の覆土よりは劣った.叉1.5cm の覆土とそれより浅いものと同
じ様に発芽するものkt供試5種の内アヲピユのみであった.故にアヲピユを除けば他の種類は
発芽に対する最適の覆土佐，との様な7k湿のもとではO-O.5cmの極めえ浅い屠にあるといえ
よう.戎にとれらの属類の発芽開始の時期を見るに12月下旬の置床の時に戸外ではカズノコグ
サが3月であり，その他の夏季1年生雑草は4月叉r.t5月からであった.然るに温室にでロ月
下旬に置床した時はグイヌピヱを除いた他の種類け1月中下旬に於て発芽を開始した.斯〈温
度の高い所に置床すれば戸外の様に暖い季節を待たないで早〈発芽する.同様な関係廿第3表
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第 6表 1939~手12月~却竿4 月までの句自の般高1ft.最低気温の記録
戸 外 j;f ヲエぇ室
年 月
最低温度 最高温度
.‘ 
1939年 12月上旬 -2.20C 13.20C 
1/ グ中旬 -3.8 -14.8 
1/ グ下旬 -3.8 14.0 
1940 1月上旬 -3.5 16.0 
曹 グ中旬 -4.1 10.0 
fI グ下旬 -6.2 6.0 
u 2月上旬 -5.3 6.8 -.2 23:0 
1/ グ中旬 ~4.9 9.8 ー1 18.0 
1/ H 下旬 -3.4 9.6 -1 22.0 
1/ 3月上旬 -2.7 15.3 6.0 28.0 
1/ " 中旬 -3.5 14.9 
1/ グ下旬 -2.3 15.4 
1/ 4月上旬 -0.5 17.8 
1/ 1/ 中旬 2.3 19.9 
1/ グ下旬 2.8 21.6 
備考，各旬日 (10日間〉中の産量高及最低気温を記録した.
に於ても見られた，即ちハキダメギク亙ぴアヲピユの2種を12月下旬に戸外とカ日温された室
内，温室及250Cの恒温器にて置床した時に於てその発芽開始期が戸外の置床のものは3--品
月であるが，加温した所で置床したものは1月中下旬であった.
B) 1948年の底績……第5表の試験に於ては試験中油断してトグンの水漕の水色切らした時
があ!J，ポットの表唐土が国結して努茅に不適になヨたので， 5月18自にー応それまでに発芽
した雑草を抜取り，ピンセットの先で軽くその表面を撹乱した.との試験に於て水回雑草のキ
カシグサ，ヒデリョ，グマガヤツリは前回の試験と同様に O.5cmの浅い覆土でぽ発芽するが
l.5cmの覆土に於℃は金〈発芽しなかった.ヨナギはO.5cmの覆土に於ては努茅が箸しく良
好であT，l.5cmの覆土では僅かに2%の発芽にすぎなかった.叉ヒメムカシヨモギ，グカザ
プロウの2種はO.5cmの覆土に於て 1.5cmの覆土よ bけ.早〈発芽を開始した.しかしグカサ
プロウけ後にけ両者とも同程度め溌芽歩合であった.叉，アヲピユ，ノピェ，エノコログサ，メ
ヒシパ等はO.5cm とl.5cmの両覆土の聞にけ.発芽速度及発芽歩合共に殆んど差がなかった.
今回の試験結果と前回のそれを比較して見れば同種類に於て発芽に対する覆土の関係は大体
一致した.剖ちO.5cm の覆土で発芽しない種類は一つもなく， l.5cmの覆土では発芽しない
ものは両国とも認められた.しかし.エノコログサ，メヒシパ，ノピX，アヲピユ等はl.5cm
の覆土にてもよく発芽した.叉今回は主に夏季1年生雑草に就て試験したのであるが， ζの生
活型のものは今回の試験の様に3月に播いても発芽開始の時期は前回の臼月置床の時と同様に
5月から6月であった.
11. 考 察
L. R. W AWDOJI(U)は1889年の秩にプグ夕刊ト類，カラスムギ，エノヨログサ，ナグナ，ノハ
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、，
ラガラシ，ソバカヅヲ，グンパイ，ナヅタの7種の雑草種子を戸外に蒔いてその覆土を1，2， 3， 
4， 5， 7 及 10~ ンチの厚さにいるいるとかへて，発芽の獄況をしらペたと ζる，周年の秋及翌
年に於て3インチ以下の屠より発芽したのは，プタクサ類とカラスムギの2種であり，ノハラ
ガラシが3イγヲ宇まで発芽し，其の他の小粒種子は2ィγチより以上の覆土に於ては発芽Lな
かった.T. K. PA軍LYD田町0(14)(1949)はどんな積子にもその発芽に対する覆土には適当な深さ
がある.浅いととろで位不均一に発芽し，非常に深ければ耕起によっ:亡表屠に戻されない限か
いつまでも発芽しない.・それ放に，若L雑草種子が発芽に対Lて適度の深さに4なかれ，一方作
物障子が余りにも深《埋るならば雑草の繁茂が比較的少い土地に於ても雑草が多くなってい
る.ζれに反Lて作物種子が適度の深さに治会崎L，一方嫌草種子が深〈覆土された時には作物
は速に均一に発茅Lて雑草を抑へて，その圃場は雑草を少くするととが出来る.カナグの乾煉
地帯の試験によれば，オカヒデキ類は無理土の時刀み速に発芽する.邸ち0.5イシチより深く
覆土するときは発芽しない.ソパカヅラ，アカザ，グンパキナデナ，ノハラガラシ，イヌホホ
ダキ等は0.&-1ィγチの覆土に於て最も容易に発芽し，即ち覆土とLて最適の深さを示した.
若Lそれ以k深く坦めると数ヶ年休眠のまま地中に残る. Lかし野生オート， ドクムギ等の雑
草種子と大麦，小麦，ライ A.Jf， カラスムギ等の禾穀類種子の覆土の最適の厚さは2.5インチ
である.江原氏CJJは水問の野生ピヱの努茅と覆土の関係に於て，覆土O.5cm では輔，~， 1.0crn 
は44.7%の努芽歩合であるが， 3crnは28%.5crnは24.3%rc:低下し，同8crn以上は発芽
Lない向八柳時141】は水聞のノピヱは地表及6.5寸に於℃発芽がよく，覆土1寸以上では殆んど
発茅Lない.長野農試上伊那分場rmの試験に依れ~.スズメノテツボウr.t地表及覆土 O.討に
於てよく発芽する'1ft; しかし， 1寸以上は不良であって， 2.5寸では全く発芽Lない.一方辻、
麦は地表から覆土4寸までの各区共発芽した.竹松氏側は雑草種子が，地表より幾何の深さ
にある時に発芽の機会に最もよく恵まれるものrであるか，国ち雑草種子の発芽深度注目肘込にす
るととは播種直後の2.4・Dの土嬢処磁(発芽前処理)の，ために解明すべき重要な問題であると
いふ考へから若干の雑草編王子並に作物種子について試験の結果を発表してゐる.それによれば
春季に発生する雑草の犬部企は地表より O.5-1cmまでが一番多く.1.5cm以下は急識に発
茅割合が減少Lてゐる.即ち=t.7jJザやYミノアスマの如きものは比統的浅い所からだけ発芽
するが， 中にはグデ類の如く地下 4αn位の深所から努芽の示されるものもある.夏の雑草は
大部分が地表よりO.5cm位の部位から発芽し.lcm以上は急:裁に発生を減少する.焼土で覆
土Lて試験Lit:場合，メヒシバ，スベリヒ.:a..カヤツ Hグザ， ..!ミノフスマ等はl.5cm以下で
全く発芽したかった.叉秩よ b多にかりて発芽するスズメノテツホ・ウ，ノミノフスマについて
畑土でポット試験した所，地下 3.5cm まで発芽がみられたが，やはb地表に近い所が発芽率
は高いととが示された.一方作物種子は 2......3cm位の膏::i:tc於て発芽率が最も高く，発芽平
均日数も辱いという.
とれらの文献によればその覆土の厚さに対する測定値は夫k身ってゐるが， .一世に雑草積子
は浅所から書道茅する種類乃多いととは明かな様である.
著者の試験結果に於ても第1衰の様に供試舗類が全部何れも単に鎮圧する丈で特別に覆土L
なくても溌茅ずるのであって大多数の種類が無理土の時力発芽が，浅い5mmの覆土の時の
そtt:と間程度である.中にはむしろ無覆土の方がよいものにタマガヤツリ， "ボロギタ等があ
った.唯.逆にスズメノエンドウは無理土よりも 5mmの覆土の方がよカvった.
ヲたに第2及4衰の棟に無理土叉は5mmの覆土とl.5cmの覆土との比車交に於て供試12種の
内，キカシグサ，タマガヤツ!I，ヒデ!.l=t.， カズノコグサ等は1.5cmの精深い覆土台は全く発
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芽せ・寸"タカサプロウ，ハキダメギタ，ヨナギ等はl.5cmで発芽したがその発芽は不良であっ
た. しかL...，アヲピ.....，ノピェ，ニヰノヨログサ，メヒシパ等ほ:1.5cmの深さに於ても 5mmの
浅い覆土と同程度に発芽した.
共に供試した雑草種類の生活型と発芽時期を見るに冬季1年生は寒い1，2月の候にて，即
ち早〈発芽する. しかし夏季1年生雑草の橿子は土担軽水分を発芽に適する様にしても，それら
1d'12-3月叉は4月迄は未発芽のままであって，それ以後の暖い気温に遭遇し怠ければ発芽し
なかった.それ故に夏季1年生雑草ぽ12月に祷いても 3月に播いても発芽開始は，大体同時期
でbった.しかし加湿した安では夏季1年生繰草も 1月に発芽を開始した.
との様に雑草虚子は全く覆土しない場合叉は極めて浅い覆土に於て深い覆土よりはよく発芽
する理由としては竹桧氏が論じてゐるが，一般に雑草贋子は小粒であるので発芽に要する水分
量は少くてよく，叉貯臓養分が少いため幼植物は持久力が少く，たと~包中深所にして発芽し
でも地とに抽出し得ない場合もあり，叉子葉の形態によって覆土屠の貫通の難易があり.大粒
の作物積子は逆の理由によって精深い所からも発芽が可能である.怖気候条件及土質にも関係
がある.例へば多雨の時期や多雨の地方は浅所に於ても努芽に必要とする水分が十分に得られ
るし，且つ浅所である程酸素の供給が十分なため，発芽に好適となるが，乾悌した場合はとの
逆である.粘重なる土地では多〈の場合は深所よりは浅い所が発芽に適し，砂質地は反対に精
深い所から発芽が行ばれるという.
著者等が先に{勾(1)一般に雑草種子段暗黒にて置床するよPも光線に曝した明所に置床した方
が発芽が促進される種類が多く，反対に暗所に於て発芽のよいものけなかった.即ち好光性種
子が多いととを報告した.勿論好光性種子と難も暗所にて変温叉は低温に遭はしむれば多《の
場合平く発芽する棟になるのであって，絶対的なものではないが，しかし好光性の強い種類が
深《覆土せられるならば光が遮られるので当然発芽に対して抑制の原因になり得ると考へられ
るので既報のそれと発芽に対する覆土との関係を第6表に表示して見た.
との表には光線下でよく発芽するか，叉は明暗同様に発芽する種類のみで，暗黒でよく発芽
する種類がないのではっきりしたととはわからないが失の点が指摘される.即ち，先づ何れも
無覆土でよく発芽する ζと，次に明暗同じ様に発芽するアヲピユ， エノヨログサ， ノピヱ等
ば1.5cmの覆土と O.5cm叉は無理土とは同程度に発芽するが，とれに反して好光性種子であ
るグマガヤツリ，キカシグサ，ヒデリコ等の種子は無理土で最もよく発芽し， l.5cmでは全く
発芽しない.以上の点は暗黒でも光綿下同様に発芽する種子は覆土が深くても浅くてもよく発
芽するが，日光に曝されてよく発芽する種子は光棋の当る無理土rてよく発芽して暗黒となる
覆土では発芽しないので好光性の程度と覆土の有無と深浅との両者聞に関係がある様にも者へ
られるが，しかし同じく好光牲のグカサプロウ，ハキダメギクがl.5cmで僚かながら発芽し，
ヒメムカシヨモギの種子は1.5cmで可成bよく発芽するとと及び明暗共に同じように発芽する
ノポロギク汐浅い覆土よ b無覆土に於てよく発芽するのは前例と一致しない.叉種子の大小と
発芽に対する覆土の深浅との関係を見るに大，中粒碩子は深いととろから，極小及小粒調子は
浅いととろから努芽し易い傾向があるが異例も見られてそれのみの関係ではない.
以上要するに雑草積子は戸外に於て特別に覆土しなくても畑地雑草は畑妖態で，7k回線草は
湿潤の献態で単に鎮圧の程度で発芽に必要とする水分は十分得られるらしく，何れも相当よく
発芽するとと，叉発芽に対する畿通の覆土の厚さはO-O.5cmの浅い居にあるものが多いとと，
しかL種類によってはO.5-1.5cmの深さの範囲に於ては覆土の厚さが異つでも発芽速度及び
発芽歩合に変りないものがあるととが判明した.而して発芽に対する覆土の深浅の影響の原因
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に要旨芽がよいことを示した。
中エノョログサ
備考
については，以上の試験例丈では十分割j明しないが，好光性種子も変温によって発芽が促進さ
れる場合があり，即ち発芽に対して光線と温度は相互補償作用があるので，恐らくとれらの好
光性の程度，置床温度及び発芽K必要とする酸素乃供給度等が一次的原因となり，衣に種子の
大小や幼芽，子葉の形態にもとやく覆土居の貫通力の強調が 2， 3~えの原因と考へられる，
点は更に将来追究せねばならない.
ととに著者等が今日までに発表した雑草種子の発芽に関する研究(第1...4報)から雑草種
子:;)発芽特性を一言すれば失の様に宵へるであろう。(1)一般に休眠期間(後熟期)が長<.
(2)好光性種子が多く， (3) ~温にでよく発芽するものが多い.しかし休眠を完了したもの
は発芽に対して変温を必要としない， (4)一般に吸墨紙床よりも川砂床で・よく発芽する， (5) 
種子は無理土叉は浅い覆土に於てよく発芽する.とれらの特性は勿論作物種子のそれと共通点
もあるが，恐らく耕地雑草としての発芽適応性を示すものであろう.
との
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IV. 摘 要
1 )・1939-41年及1948年に於て12科，26僚の雑草橿子を供試して発芽に及ぼす覆土の厚さの影
響について試験した.
2)供試した夏季及冬季1年生雑草は何れも無理土に於て可成りよく発芽した.発芽に対す
る最適の覆土の厚さはO-O.5cmの浅い屠にあるものが多かった.殊にグマガヤツれノポロ
ギク等はO.5cmの浅い覆土よりも無覆土に於でよく発芽した.しかし中にはスズメノェン Vウ
の如く無覆土よりは浅い覆土の方がよく発芽するものがあった
3)梢深いl.5cm の覆土に於て全く発芽しなν慣類はグマガ.ャツリ， ヒデリコ， キカシグ
ザ，カズノヨグザ等があり，閉じくとの覆土では極めて少数しか発芽しないものには，ハ苧グ
メギク，コナギ等があった.叉O.5cm の様に浅い覆土よりは.1.5cmの覆土の方が精，発芽の
不良なものには，グカザプロウ，ヒメムカシヨ号ギ等があった.しかし，アヲピユ，ノピ主，
zノヨログザ，メヒシパ等はO.5cm と1.5cmの覆土聞にけ.発芽速度及発芽歩合の差が見られ
なかった.
4)供試種類は発芽に対して好光性種子か叉は明暗同様に発芽する種類のみでbったが，一
般に前者が無覆土か叉は O.5cm の浅い覆土で発芽が早く，後者は O.5-1.5cm の覆土の範囲
では発芽の差が見られなかった.以上発芽に対する覆土の深浅と好光性の程度及種子の大小と
には或る程度の関係が見られた様であるが，異例もあってはっきりしない.
5) 12月に播種した冬季1年生の雑草は戸外に置りば2-3月に，ガラス室ずで民1-2月
に発芽を開始する.しかし同時に置床した夏季1年生雑草は 4， 5月叉は6月にたらたければ
発芽しない.但し後者も温室に置tば1月に発茅を開始する.叉それらは戸外の播種では3月
でも12月でも発芽開始は大体同時期の 4，5叉は6月であった.
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く1941)，主主に近藤，笠原，本課題。)..学研究，第32轡 (.1941)の 362，368，379， 389， 395頁及
第1.9'， 14授の各..r-:於て買マダイヨシと Lたのは p、キダメギクの限りであったのでままに余白を借
りて訂正する。
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